
議案第  号 

宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定するも

のとする。 

 令和６年（２０２４年）５月  日提出 

宝塚市長 山 﨑 晴 恵 

 

宝塚市条例第  号 

宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

 宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例（昭和３５年条例第１６号）の一部を次のよう

に改正する。 

別表(２)の項中 

「 

水防本部若しくは災害対策本部が設置

されているとき、又は市長が特に必要が

あると認めるときに、荒雨天等の現場に

おいて災害対策業務に従事した職員 

」 

を 

「 

災害対策本部若しくは災害警戒本部が

設置されているとき、又は市長が特に必

要があると認めるときに、河川、道路、

避難所その他の災害現場において災害

対策業務に従事した職員 

」 

に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 



議案第  号 

 宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例(昭和35年条例第16号)新旧対照表 

（現行） 

別表(第2条関係) 

種類 支給範囲 支給額 
   

   

(2) 災害対

策 業 務 従

事手当 

水防本部若しくは災害対策本部が設置され

ているとき、又は市長が特に必要があると

認めるときに、荒雨天等の現場において災

害対策業務に従事した職員 

1日 1,500円 

   

   

 

（改正案） 

別表(第2条関係) 

種類 支給範囲 支給額 
   

   

(2) 災害対

策 業 務 従

事手当 

災害対策本部若しくは災害警戒本部が設置

されているとき、又は市長が特に必要があ

ると認めるときに、河川、道路、避難所そ

の他の災害現場において災害対策業務に従

事した職員 

1日 1,500円 

   

   

 



都市経営会議資料 

総務部給与労務課 

 

 

 

 

 

 

１ 改正理由 

 特殊勤務手当の災害対策業務従事手当について、令和６年能登半島地震による地方公

共団体の職員派遣における災害対策業務従事手当の支給対象となる業務の指針が示され

たため、総務省からの運用指針に準じて、本市の支給対象業務の見直しを行う。 

 

２ 改正内容 

 条例及び事務取扱要綱では、「荒雨天等の現場」において、倒木の撤去、土のうの積

み上げ、道路の応急的な補修作業及びそれらの作業に関連する交通整理等又は応急危険

度判定等の危険な建物の内部での作業等の災害対策業務に従事した職員を支給対象とし

ていたが、その他に避難所運営等の業務、罹災証明にかかる家屋調査等の災害現場での

業務に従事した職員も支給対象とする取扱いに変更する。 

 なお、令和６年能登半島地震による業務に限定することなく、今後の本市及び他自治

体の災害対策業務についても対象とする。 

 

３ 手当額（※変更なし） 

 １日１，５００円 

 ※勤務時間内外を問わず、勤務時間内の現場における従事時間数と、勤務時間外にお

ける従事時間数との合計が、１日につき４時間以上の場合は日額を、４時間未満の場

合は日額の２分の１を支給する。 

 ※時間数計算は、暦日とする。 

 

４ 施行日 

 公布の日から施行する。 

宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の改正概要 




